
令和７年度 北九州市立東郷中学校 学校経営方針 

 

１ 校訓    真実 

 

２ 学校教育の目標   

規律ある学校生活を通して、確かな学力・体力を身に付けさせ、社会に役立つ、人間性豊かな生

徒の育成をめざす。 ～言葉を磨き 心を磨き 人を磨く～ 

 

３ めざす生徒像       ＜生徒がイキイキと過ごす学校の実現を目指して＞ 

(1) 礼儀正しく、規律ある生徒 

（挨拶、返事、掃除、時間、身だしなみ、言葉遣い、よい姿勢が身についた生徒） 

(2) 将来を見据え、自ら学び努力する生徒 

(3) 勤労を尊び、責任感がある生徒 

(4) 協力的で、他人を思いやり、社会貢献のできる生徒 

(5) 健康で明るく元気な生徒 

(6) 校区を愛し、誇りを持つ生徒 

 

４ 学校経営の基本方針 

令和７年度 スローガン 

「和気藹々」 ～ One for all ～ 

 本校は、１年生１８名、２年生２４名、３年生１７名、全校生徒５９名の学校である。生徒数が少

ないことを強みとし、フットワーク軽く、様々なことに取り組んでいきたい。そのためには、和気藹々

を基盤とした良好な人間関係作りを重要視する。それと同時に、一人一人が、「よりよい東郷中学校を

つくっていくために、私に何ができるのか」という視点で行動を起こし、力を合わせていくような集

団作りを推進していきたい。 

今年度、小中一貫教育モデル校となるにあたり、「小中一貫教育」及び「地域とともにある学校づく

り」を一層推進していく。そのために、まずは教職員が、新たな東郷中学校を創造していく気概をも

って、日々の教育活動の実践に努めていく。そのことを通して、生徒も教職員も「イキイキ」と生活

する学校づくりを推進する。 

(1) 生徒にとって安全・安心な場となる学校づくりの推進 

   生徒の安全・安心を最優先するとともに、生徒の居場所づくりに努め、和気藹々と学校生活を

送れるよう生徒との人間関係を構築していく。 

(2) 教職員の全員参加と協働体制の確立  ＜チーム東郷 71th＞ 

全教育活動において、「率先垂範」「師弟同行」の旨を指導基盤として特色と活力に満ちた学校

づくりを目指す。 

(3) 校訓を生かした教育活動の推進 

全教育活動の中で、校訓の精神を充実、深化させ、豊かな人間性と生きる力に富んだ人間の育

成に努める。 

(4) 確かな学力・体力向上 

基礎・基本の定着を図るための取組を年間通じて継続するとともに、「個別最適な学び」と「協 

働的な学び」を一体的に充実し、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を図り、

「主体的に課題を解決する力」を育成する。 

(5) 生きる力をはぐくみ、特色のある開かれた学校の推進 

家庭や地域、校区内小学校との連携を深め、魅力があり地域とともにある学校づくりに努める。 

(6) 生徒指導体制の確立  ＜発達支持的生徒指導＞ 

生徒との繋がりを大切にするとともに、具体的な指導場面において、誰もが是々非々に毅然と

した態度で臨み、生徒一人一人の発達を支える取組を組織的に取り組む。 

(7) 新しい学習指導要領の着実な実施と教育の情報化の推進 

   社会に開かれたカリキュラム、学校のマネジメント体制を確立するとともに、積極的なＩＣＴ

の活用と授業実施を工夫する。 



５ 目標達成のための努力点 

( 1) 校訓を具体化し、望ましい人間関係を基本とした学年経営、学級経営に努める。 

( 2) 全教育活動を通して一人一人の内面に根ざした道徳教育の充実に努め、生徒の道徳的実践力 

  を養う。特に、特別の教科道徳の時間においては、生徒の心に響く授業内容に努めるとともに、 

  適切な評価方法を工夫する。 

( 3) 清掃活動や奉仕活動を通して人間性を豊かにし、協力し合う生徒の育成をめざす。 

( 4) 授業規律を大切にしながら、基礎的・基本的な内容の確実な定着と思考力・判断力・表現力 

  等を養う学習活動を推進する。また、教科・領域等の授業時数の確保に努めるとともに、教師 

自らが「わかる授業」に向けて授業の改善を目指し、指導方法の研究や教材教具の工夫改善に 

努める。 

( 5) 読書活動を通して情報を収集・選択・活用する能力や読解力、生きる力の育成を図る。 

( 6) 生徒理解を基に、教師と生徒及び生徒相互の好ましい人間関係を育て、一人一人の生徒が所 

属感、充実感のもてる生徒指導の実践に努める。 

( 7) 全教育活動を通して人権尊重の精神や社会福祉への理解と意識の高揚に努める人権教育を 

  推進するとともに平和を尊ぶ心を育成する。 

( 8) 生徒及び職員の健康管理と安全教育の指導充実を図る。 

( 9) 生徒自らが良い校風づくりが実践できる生徒会活動の活性化に努める。 

(10) 部活動を通して、礼儀を重んじ、心身共に健全な生徒の育成に努める。 

(11) ３年間の教育活動全体を通して、系統的・組織的・継続的な進路指導を推進し、将来の生き 

方と個に応じた進路選択へのガイダンス機能の充実に努める。 

(12) 全校集会・学年集会の教育的意義を認識し、集団の一員としての自覚を深めさせながら、規 

律があり自律心に富んだ生徒の育成を図る。 

(13) 障害や情緒的特性のある生徒一人一人にあった特別支援教育の推進を図る。 

(14) 小中の教職員が連携して小中一貫教育を推進し、中１ギャップを解消していく。 

 

６ 具体的方策 

( 1) 学年経営・学級経営について ＜明るい学校・挨拶の素晴らしい学校・掃除のできる学校＞ 

礼儀正しく、規律ある生徒をめざし、あいさつ、返事、掃除、時間、身だしなみ、言葉遣いな

ど基本的生活習慣を重視した指導を行う。 

( 2) 学力向上に向けた取り組みの一層の充実について 

   ○ 全校的な取組の推進（東郷タイム、東郷ノート等）   ○ 家庭学習の充実  

   ○ 授業改善、話合いや書く活動の工夫  ○ 読書活動の充実 

   ○ 一人一台タブレット端末の活用 

( 3) 教育課程の進行管理及び適正な進路指導について 

( 4) 教育課程の管理と評価について（客観的な事実に基づいて教科担当が責任をもつ） 

   ○ 新学習指導要領への対応  ○ 個人情報の管理  ○ 評価規準に基づく適正な評価 

( 5) 卒業式、始業式、終業式など儀式的行事や、全校集会での教育的意義をふまえての指導 

（規律・入退場・姿勢） 

( 6) 学校行事・学年行事の目的の明確化（体育大会、文化活動発表会、宿泊行事他） 

( 7) 生徒指導について（子どもたちの自尊感情や自己存在感を高める生徒指導） 

   初期対応、事実確認、報告・連絡・相談・確認 （※記録） 

   即日対応、誠意ある対応、問題事象は必ず家庭訪問 

   不登校生徒への初期対応（欠席が３日続いたら要注意、家庭訪問） 

○ 生徒の発するサインを見逃さず、積極的な生徒指導に努める。 

  指導にあたっては、毅然とした態度、是々非々で対応する。 

   ○ 生徒理解に努めながら生徒の内面や心情に即した指導を行う。 

   ○ 不登校生徒に対して積極的に関わる。   ○ 物を大切にする指導の徹底 

○ 道徳の授業を大切にして心に響く話を進んで行う。 

   ○ 卒業・修了期、学期終わりにおける生徒指導の充実。 

   ○ 毎学期の生活アンケート（いじめ防止を含む）、年間３回以上の教育相談の実施。 

※危機管理の「さしすせそ」 

さ：最悪の事態を想定して対応

する。 

し：慎重に対応する。 

す：素早く対応する。  

せ：誠意をもって対応する。  

そ：組織で対応する。 



( 8) 学校における安全管理・安全指導の徹底について  ※危機回避の視点 

   ○ 交通安全指導ならびに安全確保の徹底（不審者、登下校時の安全確保など） 

   ○ 校舎内外での安全指導と施設設備面の安全点検 

   ○ 修学旅行などの大きな学校行事での安全指導（計画、実施内容、指導方法等） 

   ○ 各教科及び部活動での安全指導（指導計画、指導内容、指導方法等） 

     ・体育スポーツ活動時における事故防止及び熱中症の予防 

   ○ 救命救急処置の周知徹底。    ○ 校区内の危険箇所の把握   ○ 防災教育の徹底 

( 9) ＳＤＧsの視点を生かしたシビックプライドの醸成。 

   ○ ＳＤＧsの視点を意識した学校行事等での取組   ○ 校区の歴史や魅力に興味をもつ 

○ 環境教育、省エネルギー、省資源の推進   ○ 環境美化の推進  

(10) 感謝の気持ちを育む「食育」を推進する。 

   ○ 全職員で組織的に取り組む。    ○ 規律ある給食指導を行う。 

    ○ 食に対する感謝の念を育て、残食を減らす。 

(11) 校内の情報管理の徹底、個人情報等の漏洩防止 

(12) 会計処理の適正化・迅速化と校納金未納の解消 

(13) 適切な部活動の運営 

(14) ＰＴＡとの協力体制 

(15) 業務改善、ワークライフバランスを推進し、職員の心身にわたる健康の保持・増進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   教師として 

        手間を惜しむと手間がかかる 

 

    校長として 

    百工あれば百念あり。それを一つに統ぶる。これ匠長の器量なり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 子どもを虐待から守るための５ヶ条    （「児童虐待対応連携マニュアル」参照） 

 ○「おかしい」と感じたら迷わず連絡（通告）。通告は義務＝権利 

 ○「しつけのつもり…」は言い訳（子どもの立場で判断） 

 ○ひとりで抱え込まない（あなたにできることから即実行） 

 ○親の立場より子どもの立場（子どもの命が最優先） 

 ○虐待は、あなたの周りでも起こりうる（特別なことではない） 


